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　11月５日、「第30回チャリティー大宝ファミリーフェスティバル」で「飛び
出し坊やコンテスト」が開催され、表も裏も個性豊かな20作品が並びました。
　飛び出し坊やは、いずれも８月４日～６日の３日間、大宝学区地域振
興協議会主催により、大宝小学校校庭内で、子どもたちが自分たちの自
治会ごとに描いた力作。コンテストの後は、交通安
全を願い、各自治会に設置されています。

子どもたちがデザインした
飛び出し坊やが勢揃い！
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問合せ…財政課 財政係　
☎551-0100　 FAX 554-1123

●市債の現在高

一 般 会 計 434億3,743万円
土 地 取 得 特 別 会 計 24億3,141万円
大津湖南都市計画事業栗東駅
前土地区画整理事業特別会計 708万円

大津湖南都市計画事業栗東新都
心土地区画整理事業特別会計 3億6,324万円

農業集落排水事業特別会計 1億5,030万円
水 道 事 業 会 計 31億9,892万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 163億3,265万円

合 計 659億2,103万円

（平成28年度末現在）

　市債とは、市が道路や施設の整備などを行う場
合、国や金融機関から借り入れるお金のことです。
　市債には、応急的な財源の確保と、これらの施
設を利用していく「将来の市民の皆さん」にも費
用を負担していただくという世代間の公平性を図
るという機能があります。
　平成28年度末の市債の現在高は、次のとおりで
す。合計で659億2,103万円となり、平成27年度
末と比べて、12億7,879万円の減少となりました。

　基金には、年度間の財源の不均衡を調整するた
めの基金や施設の建設など特定の目的のため資金
を積み立てる基金などがあります。
　本市では、新幹線新駅の建設や墓地公園の整備
などの資金に充てるための基金を設置しています。
　平成28年度末の基金の現在高は、合計で50億
5,284万円となり、27年度と比べて1,603万円の
増加となりました。

財政調整基金 11億1,832万円
減債基金 13億7,846万円
東海道新幹線（仮称）びわこ
栗東駅建設等整備基金 13億3,222万円

墓地公園等整備基金 3億1,124万円
その他特定目的基金 3億  128万円
土地開発基金 6億  132万円
その他定額運用基金 1,000万円

合 計 50億5,284万円

※市民１人当たり74,025円の現在高です。

（平成28年度末現在）

●基金の現在高

※市民１人当たり965,749円の現在高です。

●市の財産
基 金 50億5,284万円
土 地 3,280,453㎡
建 物 219,684㎡

●水道事業会計

●公共下水道事業会計

収益的 資本的 備考

収入 14億   552万円 3億3,492万円
※ 資 本 的 収 入 の う

ち、翌年度繰越額
に係る財源充当額
など2億2,370万円

支出 12億2,721万円 5億6,585万円
差引 1億7,831万円 ▲2億3,093万円

収益的 資本的 備考

収入 18億5,252万円 7億9,336万円
※資本的収入のう

ち、前年度同意等
債で本年度収入分
2億460万円

支出 16億4,719万円 15億1,924万円
差引 2億  533万円 ▲7億2,588万円

※�資本的収入額が資本的支出額に不足する額4億5,463
万円（資本的収支の不足額2億3,093万円と翌年度繰越
金に係る財源充当額など2億2,370万円）は、損益勘定
留保資金などで補てん。

※�資本的収入額が資本的支出額に不足する額9億3,048万円
（資本的収支の不足額7億2,588万円と前年度同意等債で本
年度収入分2億460万円）は、損益勘定留保資金などで補
てん。

●特別会計
会　計　名 歳　入 歳　出
土 地 取 得 10億7,589万円 10億7,282万円
国民健康保険 61億9,664万円 57億8,485万円
後期高齢者医療 5億6,220万円 5億4,426万円
介 護 保 険 32億4,225万円 31億4,603万円
墓 地 公 園 1,083万円 474万円
大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業
栗東駅前土地区画整理事業 5,785万円 5,446万円

大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業
栗東新都心土地区画整理事業 8,456万円 8,191万円

農業集落排水事業 3,522万円 3,091万円
合 計 112億6,544万円 107億1,998万円

将来負担比率…174.0%

　本市の将来負担比率(※)は平成28年度決算で
174.0％となりました。地方債現在高の減少などに
より前年度から12.1ポイント低下し、一定の改善は
見られるものの、依然として非常に高い水準です。
　引き続きこれまでの改革効果を維持し、今後も
財政運営基本方針を遵守する中で、市債発行の抑
制など支出縮減への取組みを継続して行い、財政
の健全化を目指します。

■前年度から12.1ポイント低下

注�【将来負担比率】…自治体の財政の健全性を判断
する指標の一つで、地方債現在高のほか一般会計な
どが将来負担すべき実質的な負債の規模を表す比率
です。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

引き続き財政の健全化が必要です。
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　歳 出 は、 前 年 度 に 対 し て ８ 億9,644万 円、
3.9%の増。経費の内訳を目的別に見ると、構成
比は、民生費(34.8%)、公債費(16.7%)、教育費
(12.7%)、土木費(10.1%)などとなっています。

性質別に見ると、人件費、扶助費、公債費の
義務的経費が 121 億 3,496 万円で構成比 51.4%
となっています。扶助費の増加などにより全体で
は１億 8,402 万円の増となりました。

投 資 的 経 費 は 26 億 8,316 万 円 で 構 成 比
11.3%、前年度比５億 2,617 万円、24.4% の増
です。投資的経費とは、主に公共施設を整備する
ための費用ですが、平成 28 年度は、防災拠点施
設や（新）学校給食共同調理場の整備事業などを
実施しました。
　 そ の 他 の 経 費 は 88 億 566 万 円 で 構 成 比
37.3%、積立金の増などにより、前年度比 1 億
8,625 万円、2.2% の増となりました。

歳出…236億2,378万円

扶助費
50 億
5,905 万円
　　21.４％

義務的
経費
121 億
3,496 万円
51.４％

投資的経費
26 億 8,316 万円
 11.3％

その他
の経費

88 億
566 万円
37.3％

　公債費
 36 億
2,954 万円
15.４％

人件費
34 億 4,637 万円 14.６％

普通建設事業費
26 億 8,316 万円 11.３％

物件費
42 億
5,522 万円
18.０％

補助費など
21 億 6,619 万円
9.2％

積立金
４億 2,538 万円
　1.8％

維持補修費
１億 1,045 万円
0.5％

その他
18 億 4,842 万円
7.8％

歳出（性質別）

民生費
82 億 1,742 万円
34.８％

※民生費には、引き上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が
　充当されています。

公債費
39 億 3,944 万円
16.７％

　教育費
　29 億
9,456 万円
　12.７％

土木費
23 億 8,845 万円
10.１％

総務費
22 億 485 万円
9.3％

衛生費
18 億 7,369 万円
7.9％

消防費
10 億 7,060 万円
4.5％

農林水産業費
３億 5,352 万円
1.5％

商工費
３億 4,291 万円
1.5％

議会費
１億 8,104 万円
0.8％

労働費
5,730 万円
0.2％

歳出（目的別）

市税
126 億
894 万円
52.０％

使用料・手数料
10 億 5,728 万円
4.4％

繰越金
5 億 2,372 万円
2.2％

繰入金
4 億 9,199 万円
2.0％

財産収入・寄附金など
４億 8,098 万円
2.0％

分担金・負担金
２億 7,297 万円
1.1％

国・県支出金
48 億 5,009 万円
20.0％

市債
19 億 7,617 万円
8.2％

地方譲与税など
14 億 5,362 万円
5.9％

歳入

地方交付税
４億 5,052 万円
1.9％

諸収入
7,438 万円 0.3％

自主財源
63.７％

依存財源
36.３％

◎歳入

◎歳出（目的別）
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■前年度に対して3.9%の増

  歳 入 は、 前 年 度 に 対 し て ９ 億 8,960 万 円、
4.3% の増。市税や使用料、手数料などの自主財
源と国・県の補助金や市債などの依存財源に分け
られます。
　内訳は、自主財源が 154 億 3,588 万円で構
成比 63.7%、主に繰入金の増により、前年度比
７億 2,396 万円、4.9% の増となりました。

依存財源は 88 億 478 万円で構成比 36.3%、
主に県支出金の増により、前年度比２億 6,564
万円、3.1% の増となりました。

■前年度に対して4.3%の増

歳入…242億4,066万円

平成28年度決算
　一般会計決算額は、歳入総額242億4,066万円、歳出総額236億2,378万円。
　歳入歳出の差し引き額から29年度へ繰り越した事業の財源１億5,516万円を除いた実質収支額は、
4億6,172万円となりました。

まちのお金の 使い方

◎歳出（性質別）
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●水道事業・公共下水道事業会計執行状況

水道事業会計 予　算　額 収入・執行済額 収入・
執行率

収益的 収 入 13億4,086万円 5億8,898万円 43.9％
支 出 13億2,532万円 5億2,747万円 39.8％

資本的 収 入 3億3,512万円 5,179万円 15.5％
支 出 8億8,237万円 6,268万円 7.1％

公共下水道
事業会計 予　算　額 収入・執行済額 収入・

執行率

収益的 収 入 17億4,722万円 7億4,287万円 42.5％
支 出 16億6,479万円 6億3,526万円 38.2％

資本的 収 入 12億6,456万円 4億4,189万円 34.9％
支 出 18億1,593万円 3億3,717万円 18.6％

※水道事業・公共下水道事業会計は、民間企業のようにその事業の収入で支出を賄う独立採算の企業会計です。収益的
収支には、料金収入、物件費や動力費のようにサービスの提供に関する費用、資本的収支には、工事負担金の収入や
新しい上下水道管の敷設に必要な費用などが計上されています。

◎平成２９年度上半期、こんなことを実施（具体的施策抜粋）

■トップセールスとリーダーシップで地域経済に元気を創出
◦まちづくり基本構想（後継プラン）の基盤整備
◦商工業や中小企業の振興
◦ふるさと応援寄附金での「ふるさと記念品」贈呈

による市のＰＲ
■�子どもが伸び伸びと元気に育つ環境づくり
◦発達支援コーディネーターを配置
◦保育士支援アドバイザーを配置
◦スクールソーシャルワーカーを
　中学校に配置
◦（新）給食センターの整備工事

■�みんながいきいき元気に暮らせるまちづくり
◦いきいき活動ポイント事業の実施
◦認知症カフェの実施
■だれもが安心できるまちづくり
◦バリアフリー基本構想に基づく事業実施
◦道路の補修整備
■行政に安心と、職員に元気を
◦協働型Facebook
　「うますぎる栗東」の運用開始
◦まちづくり座談会の開催
◦市長のこんにちはトーク開催

（新）集中改革プランの取組みと今後

平成３０年度の財政健全化を目指し、取組みを進めています。

■（新）集中改革プランの概要
・目的と目標…本市の深刻な財政状況を改善する

ため、平成24年度～26年度の３年間で、財政の
収支不均衡を是正し、改革の効果を持続する。
平成30年度での財政健全化達成を目標とする。

■今後の取組み
（新）集中改革プランでの全93の改革項目に関す
る取組み（見直し）は、計画期間（H24～ H26）
でおおむね計画どおりの効果額を得ることがで
き、「収支不均衡の是正」という当初プランに課
せられた所期の役割を果たすことができました。
　財政健全化は、これまでの改革効果により一定
指標の改善が見られ、平成30年度を目標として
いる健全化への道筋が見えてきたものの、全国や
県内の他市と比較するとまだ大きな差がある状況

です。
　このことから、今後も引き続きこれまでの改革
効果を維持し、「抑制型」に加え、「プラス創造型」
の継続的な行政改革に取り組み、指標のさらなる
改善をしながら、「安心な元気都市栗東」の構築
に全力で取り組みます。
　安心な元気都市栗東をつくるため、皆さんの変
わらぬご理解とご協力をお願いします。

（単位：千円）
Ｈ28実績額 主　な　取　組　み

歳 入 1億　138万5千円 償却資産の全数実地調査による固定資産税の増収など
歳 出 4億4,288万2千円 公用車管理経費や補助金の見直し、公共下水道事業特別会計の法適化による繰出金の見直しなど
合 計 5億4,426万7千円

・改�革項目数…歳入18項目、歳出75項目、合計
　93項目（検討項目：歳入４項目、歳出８項目、

合計12項目）

問元気創造政策課 改革推進係
☎551-1808　 FAX 553-1280

■平成28年度の結果…実績額は５億4,426万７千円でした。
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歳入
予　算　額 収 入 済 額 収入率 主　　な　　内　　容

市 税 127億8,461万円 77億9,215万円 60.9％ 市民税、固定資産税、市たばこ税

地方譲与税など 16億8,032万円 8億9,310万円 53.2％ 地方譲与税、地方消費税交付金、
地方特例交付金、地方交付税

分担金・負担金 2億8,193万円 9,402万円 33.3％ 健診負担金、学校給食負担金
使用料・手数料 10億8,981万円 4億2,921万円 39.4％ 保育料、市営住宅使用料

国 庫 支 出 金 34億9,678万円 16億9,964万円 48.6％ 生活保護費負担金、児童手当負担金、
社会資本整備総合交付金

県 支 出 金 14億9,335万円 2億  556万円 13.8％ 福祉医療費補助金、県税徴収委託金
財 産 収 入 など 9億8,018万円 2,836万円 2.9％ 土地売払収入、ＪＲＡ環境整備寄附金
繰 越 金 1億7,007万円 4億6,171万円 271.5％ 前年度繰越金
諸 収 入 2億5,663万円 8,869万円 34.6％ 貸付金元利収入、福祉医療高額療養費
市 債 14億8,190万円 0円 0.0％ 道路整備事業債、防災施設整備事業債、臨時財政対策債
合 計 237億1,558万円 116億9,244万円 49.3％

●一般会計執行状況

歳出
予　算　額 執 行 済 額 執行率 主　　な　　内　　容

議 会 費 1億8,142万円 9,215万円 50.8％ 議員報酬、議会運営費

総 務 費 23億3,157万円 9億1,219万円 39.1％ 庁舎維持管理費、地域振興事業費、
交通安全施設整備事業費

民 生 費 83億  813万円 33億4,758万円 40.3％ 老人福祉事業費、障がい福祉事業費、
保育所運営費

衛 生 費 18億4,705万円 6億1,275万円 33.2％ ごみ収集・処理経費、各種健診事業費
労 働 費 6,126万円 2,983万円 48.7％ シルバー人材センター補助、勤労者福祉推進経費
農 林 水 産 業 費 5億   645万円 1億8,687万円 36.9％ こんぜの里管理運営事業費、土地改良事業費
商 工 費 2億6,821万円 8,525万円 31.8％ 商工会補助、中小企業振興事業費
土 木 費 22億9,464万円 5億7,844万円 25.2％ 道路整備事業費、市営住宅管理経費
消 防 費 7億7,111万円 4億5,554万円 59.1％ 消防署負担金、消防団活動費、防災活動推進事業費
教 育 費 28億9,554万円 9億8,462万円 34.0％ 幼稚園運営費、小・中学校運営費、さきら運営費
公 債 費 42億4,020万円 11億5,287万円 27.2％ 市債償還金
予 備 費 1,000万円 0円 0.0％
合 計 237億1,558万円 84億3,809万円 35.6％

●特別会計執行状況
会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率

土 地 取 得 7億6,984万円 306万円 0.4％ 5億5,686万円 72.3％
国 民 健 康 保 険 60億4,615万円 25億2,642万円 41.8％ 26億1,256万円 43.2％
後 期 高 齢 者 医 療 5億5,963万円 2億1,655万円 38.7％ 2億3,947万円 42.8％
介 護 保 険 36億5,435万円 13億6,916万円 37.5％ 13億3,976万円 36.7％
墓 地 公 園 527万円 1,113万円 211.2％ 152万円 28.8％
大津湖南都市計画事業栗東駅前土地区画整理事業 4,220万円 339万円 8.0％ 1,800万円 42.7％
大津湖南都市計画事業栗東新都心土地区画整理事業 8,231万円 266万円 3.2％ 3,451万円 41.9％
農 業 集 落 排 水 事 業 3,240万円 504万円 15.6％ 1,371万円 42.3％
合 計 111億9,215万円 41億3,741万円 37.0％ 48億1,639万円 43.0％

特別会計…�国民健康保険のように相互扶助を目的とした事業や、農業集落排水のように受益の程度に応じた事業は、原
則として受益者たちが負担するお金で運営するため、一般会計とは別の「特別会計」になっています。

平成29年度（上半期）
予算執行状況
　市では毎年２回、財政状況をお知らせしています。今回は、平成29年度上半期（４月１日～９月
30日）の予算の執行状況をお知らせします。平成29年度も年間をとおして、目的ごとに細かく決
められた予算どおりに事業を計画的に進めています。（平成28年度からの繰越事業費は含みません）
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ま
ち
づ
く
り
の
功
労
者
を
表
彰

　

11
月
３
日
、「
市
政
功
労
者
表
彰
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
各
方
面
で
市
の
発
展
・
振
興
に
貢
献
し
た
人
・
団
体
（
自
治
功
労
3
人
、

社
会
功
労
34
人
と
4
団
体
、
感
謝
状
2
人
と
1
団
体
）
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
順
不
同
・
敬
称
略
。カ
ッ
コ
内
は
、功
績
の
あ
っ
た
主
な
活
動
分
野
ま
た
は
業
績
で
す
。

　

自
治
行
政
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
功

績
顕
著
な
人

▽
谷
口　

彰
（
農
業
委
員
会
委
員
）

▽
大
⻆
利
和
（
農
業
委
員
会
委
員
）

▽
綾
井
茂
吉
（
消
防
団
員
）

　

市
の
公
益
増
進
に
寄
与
さ
れ
、
功
績

顕
著
な
人
・
団
体

▽
清
水　

憲
（
表
彰
審
議
会
委
員
）

▽
小
林
芳
夫
（
自
治
会
長
）

▽
武
村
敏
治
（
自
治
会
長
）

▽
武
村
泰
博
（
自
治
会
長
）

▽
山
本
良
平
（
農
業
組
合
長
）

▽
今
村
修
一
（
農
業
組
合
長
）

▽
堀
池
良
雄
（
農
業
組
合
長
）

▽
仁
科
喜
三
郎
（
水
道
委
員
会
委
員
お

よ
び
上
下
水
道
事
業
審
議
会
委
員
）

▽
太
田
爲
之
（
水
道
委
員
会
委
員
お
よ

び
上
下
水
道
事
業
審
議
会
委
員
）

▽
南
出
儀
一
郎
（
保
護
司
）

▽
北
野
ミ
ユ
キ（
更
生
保
護
女
性
会
役
員
）

▽
大
橋
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
見
守
り
隊

（
児
童
の
登
校
時
の
見
守
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
）

▽
亀
田
基
夫
（
子
ど
も
の
安
全
を
守
る

見
守
り
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

▽
び
わ
こ
マ
ジ
ッ
ク
（
地
域
や
福
祉
施

設
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

▽
い
き
い
き
サ
ロ
ン
辻
ヶ
花
（
地
域
の

高
齢
者
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
、運
営
）

▽
え
の
き
の
会
（
地
域
で
催
し
を
実
施

し
、
地
域
交
流
の
活
性
化
）

▽
山
本
己
代
子
（
岡
地
区
に
伝
わ
る
伝

統
を
守
る
活
動
）

　

特
に
市
政
振
興
に
功
績
顕
著
、
ま
た

は
公
益
の
た
め
、
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
い
た
人
・
団
体

▽
公
益
財
団
法
人 

河
本
文
教
福
祉
振

興
会
（
多
額
の
寄
付
）

▽
髙
野
正
實
（
多
額
の
寄
付
）

▽
井
上
季
美
子
（
多
額
の
寄
付
）

自
治
功
労

社
会
功
労

感
謝
状

問
元
気
創
造
政
策
課 

秘
書
係

  

☎
551-

０
１
０
２ 　

553-

１
２
８
０

FAX

▽
中
野
忠
司
（
栗
東
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
）

▽
新
木
真
一
（
嘱
託
医
）

▽
麻
柄
達
夫
（
嘱
託
医
）

▽
那
須
準
子
（
嘱
託
医
）

▽
西
田
匡
宏
（
少
年
補
導
委
員
）

▽
阿
部
美
千
代
（
少
年
補
導
委
員
）

▽
夏
見
き
み
子
（
人
権
擁
護
委
員
）

▽
澁
江
善
光
（
歴
史
民
俗
博
物
館
協
議

会
委
員
）

▽
月
野
み
つ
（
歴
史
民
俗
博
物
館
協
議

会
委
員
）

▽
沖
田
文
子（
介
護
認
定
審
査
会
委
員
）

▽
澁
江　

弘（
栗
東
市
文
化
協
会
理
事
・

副
会
長
）

▽
黒
田
清
美
（
登
録
統
計
調
査
員
）

▽
北
野
富
士
男
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
小
森
鐘
二
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
小
泉
人
惠
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
石
原
龍
彦（
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
）

▽
黒
澤
眞
弓（
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
）

▽
杉
原
惠
美
子
（
環
境
審
議
会
委
員
）

▽
竺　

文
彦
（
環
境
審
議
会
委
員
）

▽
西
川
繁
二
（
環
境
審
議
会
委
員
）

▽
髙
瀬
秀
男（
墓
地
公
園
管
理
委
員
会
委
員
）

表彰を受けた皆さん

一
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秋の叙勲・大臣表彰を受けられた皆さん

旭日重光章
國松 善次さん
（出庭）

旭日双光章
國松 正一さん
（安養寺）

瑞宝双光章
安原 悟郎さん

（綣）

旭日単光章
神谷 廣幸さん
（小野）

文部科学大臣表彰
川口 浩さん（綣）

厚生労働大臣表彰
栗東市老人クラブ連合会

　

平
成
10
年
か
ら
２
期
８
年

に
わ
た
り
、
滋
賀
県
知
事
と

し
て
卓
越
し
た
見
識
と
豊
か

な
経
験
で
的
確
な
県
政
の
舵

取
り
を
展
開
。
琵
琶
湖
の
水

質
保
全
や
生
活
環
境
の
整

備
、
福
祉
施
策
の
拡
充
な

ど
、
滋
賀
県
発
展
の
た
め
、

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「『
環
境
』
と
『
経
済
』
を

中
心
に
、
安
心
し
た
暮
ら
し

が
で
き
る
県
づ
く
り
に
尽

　

平
成
14
年
に
第
２
代
栗

東
市
長
に
就
任
し
、
２
期
８

年
に
わ
た
り
、
卓
越
し
た

見
識
で
住
民
福
祉
の
向
上

に
尽
力
。「
官
か
ら
民
へ
」

を
基
本
理
念
に
、
コ
ス
ト
意

識
を
持
っ
た
経
営
者
感
覚
の

行
政
運
営
で
、
幅
広
い
分
野

　

平
成
6
年
か
ら
現
在
ま

で
の
23
年
に
わ
た
り
、
保
護

司
と
し
て
罪
を
犯
し
た
人
び

と
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る

更
生
保
護
と
犯
罪
予
防
に
尽

力
。
平
成
28
年
か
ら
は
、
草

津
保
護
区
保
護
司
会
栗
東

支
部
の
会
長
を
さ
れ
て
い

■
「
第
29
回
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
」

瑞
宝
単
光
章

羽
賀
陣
五
郎
さ
ん（
警
察
）

　

医
療
用
機
械
器
具
の
設

計
・
開
発
や
製
造
販
売
を
行

う
㈱
オ
ー
ミ
ッ
ク
の
代
表
取

締
役
と
し
て
、
日
本
の
も
の

づ
く
り
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
功
績
か
ら
、
平

成
19
年
、
中
小
企
業
庁
長
官

特
別
賞
、
平
成
27
年
、
経
済

　
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
」
と
し
て
表
彰
。
昭
和

33
年
の
栗
東
市
水
泳
連
盟

設
立
以
来
、
60
年
に
わ
た

り
子
ど
も
た
ち
の
水
泳
指

導
に
携
わ
り
、
多
く
の
選

手
を
育
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
約
30
年
前
、
県
体
で
栗

東
の
水
泳
女
子
が
優
勝
し

た
こ
と
が
、
今
ま
で
で
初

め
て
の
こ
と
で
、
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
」。

　

昭
和
40
年
の
創
設
以
来
、

「
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
」
を

理
念
に
、
生
き
が
い
と
健

康
づ
く
り
活
動
な
ど
、 

地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

活
動
を
推
進
し
、
地
域
社

会
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

力
し
て
き
ま
し
た
。
環
境
こ

だ
わ
り
農
業
や
、
外
来
魚
駆

除
を
目
指
す
再
放
流
の
禁
止

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
現

在
も
『
老
い
の
義
務
教
育
』

の
実
現
に
向
け
、
全
国
初
の

『
栗
東
１
０
０
歳
大
学
』
を
開

く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
頑
張
っ
て
い
ま
す
」。

で
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
市
長
と
し
て
で
き
な
か
っ

た
こ
と
へ
の
深
い
反
省
を
踏

ま
え
な
が
ら
も
、
市
の
発
展

は
じ
め
景
観
、
市
民
協
働
、

財
政
健
全
化
な
ど
の
具
体
的

な
施
策
の
実
現
に
努
力
し
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
こ
の
経
験
を
糧
に
地

域
社
会
に
寄
与
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。

ま
す
。

　
「
保
護
司
の
経
験
か
ら
、

罪
を
犯
し
た
人
が
更
生
す
る

に
は
、
家
庭
や
地
域
の
人
び

と
の
あ
た
た
か
さ
、
理
解
や

協
力
が
ど
ん
な
に
大
切
か
を

実
感
し
て
き
ま
し
た
。
罪
を

償
い
、
社
会
の
一
員
と
し

て
再
出
発
し
よ
う
と
す
る

人
の
更
生
に
、
少
し
で
も

役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」。

産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

　
「
人
の
健
康
を
支
え
る
仕
事

で
あ
る
た
め
、
少
し
で
も
よ
い

も
の
を
作
り
た
い
と
の
思
い
で

ま
い
進
し
て
き
ま
し
た
。
海
外

メ
ー
カ
ー
が
８
割
を
占
め
て

い
た
業
界
で
、
日
本
で
製
造

し
た
も
の
を
安
心
し
て
使
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
患
者
さ

ん
や
ド
ク
タ
ー
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
も
の
づ
く
り
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」。

「栗東100歳大学」は10月、健康
生きがい学会の学会賞を受賞

※写真左は吉仲会長

おめでとうございます！



8No.947　2017.12. １　　　広報りっとう

身
近
な
と
こ
ろ
の
空
家
問
題

　

全
国
で
空
家
は
約
８
２
０
万
戸
あ
り

ま
す
。
平
成
28
年
度
に
自
治
会
に
調
査

協
力
い
た
だ
い
た
、
市
内
の
空
家
の
数

は
２
７
５
戸
。
調
査
以
降
も
空
家
は
増

え
て
い
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
家
の
近
く
で
も
空
家
は
増
え
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

空
家
に
潜
む
問
題
は
、
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
に
影
響
し
ま
す
。

問
住
宅
課 

住
宅
係

  

☎
551-

０
３
４
７ 　

552-

７
０
０
０

FAX

問
広
報
課 

広
報
・
広
聴
係

  

☎
551-

０
６
４
１ 　

554-

１
１
２
３

FAX

　

11
月
３
日
の
市
政
功
労
者
表
彰
式
の

第
２
部
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、「
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
た
く
な
る
安
心
な
元
気
都
市
栗
東
」

と
し
て
、
龍
谷
大
学
社
会
学
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
准
教
授
の

笠
井
賢
紀
さ
ん
が
講
演
。
引
き
続
き
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

「
20
年
後
の
栗
東
市
を
語
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
市
内
在
住
の
大
学
生
２
人
、
自
治

連
合
会
長
・
商
工
会
長
、
市
議
会
議
長
、

市
長
が
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

※
詳
細
は
広
報
１
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。

路上喫煙防止のため、駅前に喫煙場所を設置

路
上
な
ど
公
共
の
場
所
で

の
喫
煙
は
、
受
動
喫
煙
、
ポ
イ

捨
て
な
ど
に
つ
な
が
る
迷
惑
行

為
で
す
。

喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
、

市
で
は
社
会
実
験
と
し
て
、
平

成
30
年
１
月
１
日
か
ら
駅
前
に

喫
煙
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
灰
皿

を
設
置
し
ま
す
。

安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
煙

草
を
吸
う
人
は
喫
煙
マ
ナ
ー
を

守
り
、
路
上
喫
煙
を
行
わ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課 

生
活
環
境
係

  

☎
551-

０
３
４
１　

 

554-

１
１
２
３

FAX アル･プラザ
栗東

大宝
小学校

交番栗
　東
　駅

至
「
守
山
駅
」

西
口

手　原　駅
至「草津駅」

交番

金融機関

東
口

アル･プラザ
栗東

大宝
小学校

交番栗
　東
　駅

至
「
守
山
駅
」

西
口

手　原　駅
至「草津駅」

交番

金融機関

東
口

２０年後の栗東市を語ろう

　

市
の
人
口
は
今
な
お
増
加
を
続
け
て

い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
減
少
に
転
じ

る
と
予
想
さ
れ
、
空
家
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
増
加
す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
身
近
な
と
こ

ろ
で
も
、
空
家
問
題
が
発
生
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
暮

ら
し
に
安
心
を
実
感
で
き
る
よ
う
「
空

家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

空
家
は
個
人
財
産
で
あ
り
、
所
有
者

に
関
わ
る
問
題
で
す
が
、
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す

空
家
に
潜
む
問
題

放火による
火災の発生

安全で安心な暮らしへの影響

不審者の侵入に
よる治安の悪化

老朽化による
倒壊 ごみの放置、

雑草や害虫の発生
など…

結果

＜空家に潜む問題（例示）＞

■灰皿設置場所…栗東駅２か所、手原駅１か所
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高
齢
者
の
権
利
を
守
る
制
度
や
サ
ー
ビ
ス

12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」

■
住
み
慣
れ
た
地
域
で
と
も
に
暮
ら
す

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
場

面
に
出
会
っ
た
と
き
、「
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
」「
声
を
か

け
て
よ
い
か
迷
っ
た
」
な
ど
の
経
験
を

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
身
体
障

が
い
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
な

ど
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
不
足

や
誤
解
な
ど
か
ら
生
じ
る
「
こ
こ
ろ
の

障
壁
（
バ
リ
ア
）」
を
取
り
払
い
、
障

が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
互
い
に
尊

重
し
、
思
い
や
り
、
支
え
あ
い
な
が
ら
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
ま

ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
の
交

流
を
通
じ
て
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
市
内
支
援
事
業
所
と
と
も
に

実
施
す
る
障
が
い
者
レ
ク
リ
エ
レ
ー
シ

ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
年
１
回
春
）、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会（
年
２
回
秋
・
冬
）や
、

視
覚
障
が
い
者
の
生
活
行
動
訓
練
（
年

１
回
）、年
間
を
通
じ
た
手
話
講
座
（
受

講
生
募
集
は
４
月
）
な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
守
山
・
栗
東
障
害
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
く
」で
は
、身
体
、

知
的
、
精
神
、
難
病
な
ど
障
が
い
の
あ

る
人
や
そ
の
家
族
の
悩
み
、
日
常
生
活

で
の
困
り
ご
と
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
必

要
な
情
報
の
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
活
動
展
示

　
「
障
害
者
週
間
」
に
あ
わ
せ
て
市
役

所
１
階
の
玄
関
ロ
ビ
ー
で
市
内
障
が
い

者
支
援
事
業
所
や
障
が
い
者
団
体
の
活

動
を
ポ
ス
タ
ー
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
な
ど
の
病
気
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
高
齢
者

は
、
悪
徳
商
法
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
や
、
高
齢

者
虐
待
を
受
け
や
す
い
こ
と
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

■
成
年
後
見
制
度

認
知
症
や
障
が
い
な
ど
の
理
由
で
判

断
能
力
が
充
分
で
な
い
人
が
不
利
益
を

被
ら
な
い
よ
う
、
家
庭
裁
判
所
に
申
立

て
、
後
見
人
な
ど
を
付
け
て
保
護
し
、

支
援
す
る
法
律
上
の
制
度
で
す
。

　

例
え
ば
、

・
日
常
的
な
買
い
物
や
金
銭
管
理
が
難

し
く
な
っ
て
き
た

・
各
種
支
払
い
手
続
き
が
滞
っ
て
い
る

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
手
続
き
が
進

ま
な
い

・
訪
問
販
売
や
悪
徳
商
法
な
ど
に
あ
っ

て
い
る

な
ど
で
お
困
り
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が

必
要
な
人
や
ご
家
族
の
支
援
を
特
定
非

営
利
活
動
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

「
も
だ
ま
」
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
「
も
だ
ま
」

・
場
所
…
草
津
市
野
村
８
丁
目
５
番
19
号　

　

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
ピ
ア
１
０
５
号

・
時
間
…
９
時
～
17
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

・
料
金
…
無
料

■
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口

 　
「
こ
れ
は
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
虐
待
で
あ
る

と
い
う
証
拠
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お

そ
れ
が
あ
る
と
思
っ
た
時
点
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
連
絡
者
の
情
報
が
相
手

に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期

に
発
見
し
支
援
が
で
き
る
と
虐
待
の
深

刻
化
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

☎
598-

０
２
４
６ 　

598-

０
８
８
８

FAX

問
栗
東
中
学
校
区
・
西
中
学
校
区
の
居

住
者
…
栗
東
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
１
階 

） 

☎
551-

０
２
８
５

　

葉
山
中
学
校
区
の
居
住
者
…

　

葉
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
淡
海
荘
内
）
☎
552-

５
２
８
０

問
障
が
い
福
祉
課

  

☎
551-

０
１
１
３ 　

553-

３
６
７
８

FAX

障がい者支援事業所や団体の活動を展示
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平
成
30
年
栗
東
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

ゴウダ㈱栗東工場と災害時の協定締結
　

10
月
31
日
、
本
市
は
ゴ
ウ
ダ

㈱
栗
東
工
場
（
出
庭
）
と
「
災

害
時
に
お
け
る
緊
急
一
時
避
難

施
設
と
し
て
の
使
用
並
び
に
物

資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
に
よ
り
、
災
害
時
、
一

時
的
に
避
難
す
る
施
設
で
あ

る
、「
緊
急
一
時
避
難
施
設
」

と
し
て
、
駐
車
場
と
工
場
を
提

供
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
避

難
所
に
段
ボ
ー
ル
製
品
を
優
先

的
に
供
給
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
は
、
市
長

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
か
ら
つ
な

が
っ
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
で
、
さ
ら
な
る

防
災
力
強
化
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

　

図
書
館
の
開
館
30
周
年
を
祝
う
「
と

し
ょ
か
ん
ま
つ
り
」が
開
か
れ
ま
し
た
。　

　

10
月
29
日
は
、
し
お
り
作
り
、
図
書

館
ツ
ア
ー
、
本
の
シ
ー
ト
か
け
講
座
が

行
わ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
栗

東
市
立
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
マ
ロ

ン
」
の
メ
ン
バ
ー
も
協
力
し
、
来
場
者

が
、
よ
り
図
書
館
に
親
し
む
時
間
に
な

り
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

◦
日
時
…
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

　

受
付
：
12
時
45
分
～
13
時
20
分

　

式
典
：
13
時
30
分
～
14
時
10
分

　

記
念
行
事
：
14
時
20
分
～
15
時
10
分

◦
場
所
…
栗
東
芸
術
文
化
会
館

　

 

さ
き
ら 

大
ホ
ー
ル

◦
対
象
者
…
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
成
人
式
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
手
話
通
訳
が
必
要
な
人
は
12
月
13
日

㈬
ま
で
に
生
涯
学
習
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課 

　

総
合
防
災
・
危
機
管
理
係

  

☎
551-

０
１
０
９　

 

551-

０
１
４
９

FAX

あ
り
が
と
う
30
周
年

「
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り
」

問
生
涯
学
習
課 

青
少
年
教
育
係

  

☎
551-

０
４
９
６    

552-

５
５
４
４

FAX

■以前栗東市に住んでいましたが、現在は別の市町村に住んでい
ます。栗東市には友達も多いので、栗東市の成人式に参加した
いのですが、参加できるでしょうか。

→参加できます。事前申込みや案内ハガキなども不要ですので、
当日会場へお越しください。

■現在栗東市に住んでいますが、小・中学校は別の市町村で過ご
したので、小・中学校の時の市町村の成人式に参加したいので
すが、どうすればいいのでしょうか。

→参加を希望している市町村に問い合わせてみてください。案内
状が必要な市町村もありますので、早めにお問合せください。

■成人式の案内ハガキが欲しいのですが、どうすればいいですか。
→市内在住の人には 12 月初旬に郵送します。市外在住の人は、

生涯学習課までお問合せください。後日発送します。（案内ハ
ガキがなくても参加可能です）

～成人式の質問にお答えします～

20 歳の新しい門出

杉山則夫滋賀事業部長（左）
と野村市長

図書館ツアー

しおり作り かわいいしおりが
できたよ！
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　「ごめんなさい」で終わらせず、考えさせよう

～栗東市子育てのための12か条＜子どもへの接し方４か条＞～

子育て情報
～歯の健康、身体の健康のために

砂糖のとりすぎに注意しよう～

問健康増進課 健康管理係
　☎ 554-6100　 FAX 554-6101

砂糖のとりすぎは、肥満、糖尿病、むし歯の
原因となります。また、身体が血液を中性に保と
うとし、アルカリ性のカルシウムイオンを使いま
す。このため、カルシウム不足になり、イライラ
するとも言われています。
　甘いケーキやチョコレート、スナック菓子などの
間食は糖分と脂肪が多く、エネルギーが高いです。
また、スナック菓子には塩分も多く含まれています。
　WHO( 世界保健機関）は、砂糖などの糖類を
１日に摂取するカロリーの５％未満（平均的な成
人で 25g〔ティースプーン６杯分〕程度）に抑え
るべきであると言っています。おやつやジュース
の糖分を考えると子どもの砂糖の摂取量の方が成
人を上回る可能性もあり注意が必要です。
　例えばスポーツをした後や、汗をかく暑い夏に飲
むことが多いスポーツドリンク（カロリーオフタイ
プ）500ml 中には、3.5 ～ 15g（スティックシュガ
ー約 2 本～ 5 本分）の糖分が含まれています。ま
たケチャップ大さじ１杯の中には砂糖が４g（ステ
ィックシュガー約 1 本～ 2 本分）含まれているなど、
甘い食べ物に気をつけるだけでなく加工食品に隠さ
れた糖類にも気をつけないといけません。
　まずは毎日の食生活を見直して、心身の健康の
ために砂糖をとりすぎないように注意しましょう。

～水銀廃棄物の拠点回収を始めます～

　市税（市県民税・固定資産税・国民健康保
険税）を納付書で納付している人には、納税
通知書と一緒に1年分の納付書を一括で送付
しています。納め忘れがないか今一度確かめ
てください。
　市税や県税は、福祉や道路整備など皆さん
への身近な行政サービスに使われる大切な財
源です。税負担の公平性や市民としての負担
の義務を果たしていただくため、納付や納税
相談もなく放置する人には、自宅の捜索や給
与・預金などを差押えすることがあります。
納め忘れている市税はすぐに納めてください。
　12月４日から８日までの17時15分から20時
まで、税務課にて夜間相談窓口を開設します。
 　県内全市町と県では、公平な税負担と税
収の確保のため、「滋賀地方税滞納整理機構」
を設置し、滞納整理を推進しています。

１２月は市税の「ストップ滞納！！強化月間」

　水銀の排出を削減し、汚染防止を目指す「水
銀に関する水俣条約」が８月 16 日に発効さ
れました。市でも家庭から出る水銀を含む製
品を一部拠点回収します。
◦拠点回収対象物
　水銀体温計、水銀血圧計、蛍光管（割れて　

いる蛍光管は、破砕ごみ袋〈緑色〉に入れ
て集積所に出してください）

※乾電池は、指定日に集積場に。
※ボタン電池は販売店の回収ボックスに。
※拠点回収、集団回収で水銀を含むごみを

出す場合は、無料です。
●  拠点回収場所・受付時間
①環境政策課…8 時 30 分～ 17 時 15 分
②環境センター…月・火・金曜日（祝日、年

末年始を除く）13 時～ 16 時 30 分
●  集団回収
　小型家電集団回収と同時開催。
　次回は平成 30 年２月 18 日㈰の予定です。

問環境政策課 生活環境係
　☎ 551-0341　 FAX 554-1123

問税務課 納税推進室　
　　　　 ☎ 551-0107　 FAX 551-2010
　南部県税事務所 納税課　☎ 567-5406

＜市販の飲み物に含まれる砂糖の量
（スティックシュガー 1本＝ 3g）＞

◦炭酸飲料 500ml（205kcal）　
　→スティックシュガー 17 本分
◦スポーツ飲料 500ml（125 kcal）　
　→スティックシュガー 10 本分

◦缶コーヒー（砂糖・ミルク入り）200ml（76 kcal）
　→スティックシュガー 5 本分

◦乳酸菌飲料 65ml（50 kcal）　
　→スティックシュガー 4 本分

＜歯科保健専門委員会＞
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きずけつけないよ　ぼくの友だち　ぜったいに

～平成28年度人権啓発標語 佳作作品～

《大宝西小学校》「星のようにかがやこう 協力し合える大西っ子！！」 く
り
ち
ゃ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
運
動
　
第
３
弾

＊
あ
り
が
と
う
が
言
え
る
子
育
て
　
　
＊
45

FAX
問
学
校
教
育
課　

　

☎
551-

０
１
３
０

　
　

551-

０
１
４
９

大
宝
西
小
学
校
は
、
な
か
よ
し
運

営
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、「
星
の
よ

う
に
か
が
や
こ
う
協
力
し
合
え
る
大

西
っ
子
!!
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
全

校
児
童
で
決
め
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

友
だ
ち
も
自
分
も
大
切
に
で
き
る

よ
う
「
あ
り
が
と
う
の
木
」
や
「
い
い

と
こ
ろ　

ゆ
う
び
ん
」
に
取
り
組
み
、

お
互
い
の
良
さ
も
短
所
も
認
め
合
い
、

励
ま
し
合
っ
て
、
と
も
に
成
長
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
あ
い
さ
つ
、
掃
除
、
ろ
う

か
歩
行
」
を
守
り
、
正
し
く
生
活
す
る

こ
と
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
む
だ
話
を

せ
ず
掃
除
を
す
る
な
ど
、
徐
々
に
行
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
４
８
０
人
が
星
の
よ
う

に
か
が
や
け
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
が

大
切
に
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。　

りっとう
再発見

手原と源
げ ん

平
ぺ い

布
ぬ の

引
び き の

滝
た き

　

旧
東
海
道
沿
い
に
位
置
し
、
大
正

時
代
に
は
手
原
駅
が
開
設
さ
れ
る
な

ど
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
古
く
か
ら

多
く
の
人
び
と
が
行
き
来
し
た
手
原
。

現
在
で
も
、
手
原
駅
の
利
用
を
中
心

に
、
市
民
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
地

域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

手
原
の
地
名
は
古
く
は
「
手て

孕は
ら
み

村む
ら

」

と
書
か
れ
、
女
性
の
腹
に
手
を
置
い
て

い
た
ら
赤
ん
坊
が
産
ま
れ
た
、
あ
る
い

は
女
性
が
手
を
産
ん
だ
と
い
う
少
し
奇

妙
な
伝
説
（「
手て

孕は
ら
み

伝で
ん

説せ
つ

」）
が
地
名

の
由
来
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
り
、
街
道
を
通
じ

て
全
国
に
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
っ
た

手
孕
伝
説
は
、「
伊い

勢せ

参さ
ん

宮ぐ
う

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

」

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

は
じ
め
、
出
版
物
に
も
多
く
掲
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
、
人
形

浄
瑠
璃
の
「
源
平
布
引
滝
」
の
題
材
と

し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
手
孕
伝
説
は
、

歌
舞
伎
で
も
上
演
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
古
典
楽
劇
の
世
界
で
も
有
名
な
存

在
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
源
平
布
引
滝
」
は
、
源
平
合
戦
の

時
代
、
木き

曽そ

義よ
し

賢か
た

と
そ
の
子
・
義よ

し

仲な
か

の
挙
兵
ま
で
を
扱
っ
た
物
語
で
す
。

物
語
で
は
、
義
賢
の
身
重
の
妻
・
葵

あ
お
い

御ご

前ぜ
ん

が
百
姓
・
九く

郎ろ

助す
け

宅
に
身
を
寄

せ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
平
家
の
追
っ

手
が
現
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
機
転
を

利
か
せ
た
九
郎
助
の
妻
が
、
葵
御
前

が
手
を
産
ん
だ
と
嘘
を
つ
い
て
言
い

逃
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
手
孕
村

と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
場
面
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
と
、
葵
御

前
は
無
事
に
木
曽
義
仲
を
産
む
の
で

す
が
、
物
語
の
最
大
の
見
せ
場
に
手

孕
伝
説
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

平
成
16
年
に
実
施
さ
れ
た
手
原
駅

の
改
築
工
事
で
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
発
案
に
よ
り
、「
源
平
布
引
滝
」
の

1
シ
ー
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
外
観
が

採
用
さ
れ
、
駅
前
に
は
「
手
孕
伝
説
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
2
月
に
は
、
関
西

広
域
連
合
「
文
化
の
道
」
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、
古
典
楽
劇
作
品
の
舞

台
や
モ
デ
ル
と
な
っ
た
場
所
な
ど
を
ま

と
め
て
紹
介
す
る
冊
子
「『
関
西
文
化

の
道
』
事
業
『
も
の
が
た
り
』
街
道
～

三
十
三
所
巡
礼
～
」
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。「
源
平
布
引
滝
」
と
栗
東
市
手
原
、

手
原
駅
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

手
原
駅
を
一
度
訪
れ
て
み
て
、
古

典
楽
劇
の
世
界
に
思
い
を
は
せ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
博
物
館
で
は
、
12
月
5
日
㈫
か
ら

2
月
25
日
㈰
ま
で
、「
源
平
布
引
滝
」

に
ち
な
ん
だ
資
料
展
示
、
２
月
に

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
演
会

の
詳
細
は
今
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問栗東歴史民俗博物館
　☎ 554-2733　 FAX 554-2755

133

▲「源平布引滝絵看板」（栗東歴史民俗博物館）
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キラリ☆りっとう

言う前に　心と相談　その言葉
～平成28年度 21世紀スローガンコンテスト 努力賞作品～

キラリと光る栗東ならではの歴史、ブランド、企業、取組みなどを紹介しています。

今月のキラリ★ブランド

　金勝寺は、栗東市南部にある金勝山の中に静寂
なたたずまいを見せる天台宗のお寺です。湖南地
方の仏教の一大拠点として栄えた大菩提寺であ
り、本堂に安置される木

も く

造
ぞ う

釈
し ゃ

迦
か

如
に ょ

来
ら い

坐
ざ

像
ぞ う

をはじ
問栗東市観光物産協会 
　☎551-0126　 FAX 551-6158

め、日本一の木
も く

造
ぞ う

軍
ぐ ん

荼
だ

利
り

明
みょう

王
お う

立
り つ

像
ぞ う

などが重要文
化財に指定されています。
　また、毎週日曜日午前８時から早朝坐

ざ

禅
ぜん

体験会を
開催しています。坐禅の後は、般若心経を唱和した
後、参加者の皆さんとともに法話（座談）を行います。
　「夏清の幽玄～金勝寺と森林浴の森～」として栗
東八景の一つに選ばれているお寺で、皆さんも日曜
日の朝を金勝寺で穏やかに過ごしてみませんか。

金
こ ん

勝
しょう

寺
じ

■早朝坐禅体験会（要事前予約）
・日時…毎週日曜日８時～９時
　　　　（受付開始：７時 15 分）
・志納料…1,000 円（初回のみ）、２回目以降は 500 円
・予約先…金勝寺☎ 558-2996（本坊）
　　　　　　　   ☎ 558-0058（里坊）　　

今月のキラリ★企業

株式会社イシダ 滋賀事業所

イシダは 1893 年に京都で日本最初の「ハカリ」
メーカーとして創業した会社です。滋賀事業所は
地域の皆さまのご理解もいただき、下鈎に開設し、
来年で 50 周年を迎えます。滋賀事業所はイシダ
の国内唯一の製造工場で、お肉屋さんで見かける
対面のハカリ、高速で計量する組合せ計量機やお

菓子などを袋詰めす
る包装機、「食の安
全・安心」を守る異
物検査装置に至るま
でイシダ製品のほと
んどを製造し、現在では世界 100 か国以上に輸
出しています。

1972 年に世界で初めて組合せ計量機を開発
し、この分野では国内 70％、海外 60％以上のシ
ェアを占めています。この度、組合せ計量機の１
号機である ACW-M-1 が、一般社団法人日本機
械学会の「機械遺産」に認定いただきました。

今期から、地域貢献の一環として滋賀県の子ど
も達の活動を応援する取組みを始めており、色々
なイベントを計画、実施しています。

また滋賀県が推進する淡海エコフォスター制度に
参加し、毎月、事業所周辺の美化清掃を行っていま
す。引き続き、地域との共生に努めてまいります。

■住所…下鈎959-1　☎553-4141㈹　　551-0350
■ホームページ…http://www.ishida.co.jp

FAX

組合せ計量（ACW-M-1）
「機械遺産」認定機

▲

滋賀県は「ハカリ」生産数
出荷数日本一！

＜滋賀事業所正面＞

金勝寺拝観料…500円

第18回RITTOフォトコンテスト優秀賞「山門を彩る」
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地
域
の
間
伐
材
か
ら
新
し
い
ベ
ン
チ

高
齢
者
自
転
車
大
会
出
場
に
向
け
て

自
分
の
生
き
方
に
つ
な
げ
る
学
習

10月18日（大宝小学校）
　６年生では総合的な学習の時間に、生き
方につなげる学習としてさまざまな職業の
人から話を聞いています。この日は大津地
方検察庁の皆さんから話を聞き、検事にな
ろうと思ったきっかけや、なる過程など、
多くの質問をしていました。

10月10日（コミュニティセンター金勝）
　コミュニティセンター金勝の玄関前と調
理室の外に設置されている、老朽化した
ベンチ２台が新しく生まれ変わりました。
金勝山の間伐材を活用し、地域住民とセン
ターの職員が手作りし、地域の皆さんに愛
用されています。

10月30日～ 11月８日（大宝小学校など）
　栗東からは初出場となる「滋賀県交通安
全高齢者自転車大会」に向けて、笠川自治
会の４人の皆さんが６回の練習に励みまし
た。交差点での走行や８の字走行など、警
察の指導を受けながら技術を向上。県内の
22チームが出場した大会で善戦しました。

10月12日（治田東小学校）
　「子どもたちが生き物とふれあう場にな
れば」と安養寺山からの湧き水を活用し、
教職員が手作りしたビオトープが完成しま
した。完成にあわせ、子どもたちがエビや
メダカなどの生き物を一匹ずつ放流。ビオ
トープは今後の授業などで活用予定です。

10 月 20日
（コミュニティセンター治田西）
　環境を学ぶ講座の一つとして、
ストールの染色体験をする草木染
め教室が開かれました。茜は夕焼
け色、ウコンは黄色、コチニール
はバイオレット色に染まり、染め
上がりを見た参加者から「素敵！」
と歓声があがっていました。

草木染めで
手作りのストール

手
作
り
の
ビ
オ
ト
ー
プ
が
完
成
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

10月９日（走井地域）
　６回目となる「H

ハ ー ベ ス タ

arves-Ta H
ハ シ リ

ASHIRI」
が開催され、地域の農産物の販売や
楽器演奏などにより、多くの皆さん
が秋の収穫を食と音で祝いました。
絶好の場所に設けられた「山のお茶
席」では、来場者が走井の豊かな自
然を感じながら抹茶と和菓子を楽し
みました。

10月25日（大野神社）
　大野神社の拝殿が改修され、美しく生まれ変わったことを
記念し、地域の皆さんによる団体「なごやかサークル」のメ
ンバーが拝殿で歌を奉納しました。大野神社にゆかりのある
菅
す が

原
はらの

道
み ち

真
ざ ね

を歌う「菅
か ん

公
こ う

」や「金勝尋常小学校行進曲」「琵琶
湖周航の歌」など計７曲を披露し、地域に愛されてきた神社
に美しい歌声が響きました。

新しくなった拝殿に響く歌声

10月10日～ 17日（治田東小学校）
　子どもたちが掃除時間を守り、意欲的
に掃除に取り組む機会にしようと一週間
の期間を設けて行われている「そうじス
ター」。特に頑張っている児童には、先生
から星型のカードが渡されます。１年生
は６年生に見守ってもらいながら懸命に
掃除に取り組み、教室や廊下などを美し
くしました。

目指せ！
そうじスター☆

走
は し り

井の秋
収穫を食と音で祝う
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２
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人口（11月１日現在）　人口68,798人　男34,339人　女34,459人　前月より97人増　世帯数27,183世帯

「第６回全国高校生馬術選手権大会」で２位

　８月26日～27日に千葉県で開催された、
高校生の馬術日本一を決める「第６回全国高
校生馬術選手権大会」で初出場で２位に輝く。
　この大会は、「全日本高等学校馬術競技大
会（通称：インターハイの馬術競技大会）」
とは違い、高校馬術部に所属していない個
人でも、国内の高等学校に在学し、乗馬経
験と馬術競技会への出場経験があれば、参
加できる馬術大会として開催されている。
御園在住。　

■
馬
術
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

父
が
Ｊ
Ｒ
Ａ
栗
東
ト
レ
ー
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
で
馬
の
世
話
や
健
康
・
体
調
管

理
を
す
る
厩

き
ゅ
う

務む

員い
ん

で
、
馬
は
小
さ
な
頃

か
ら
身
近
な
存
在
で
し
た
。
小
学
５
年

生
の
時
に
、
父
の
勧
め
で
、
ト
レ
セ
ン

の「
乗
馬
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
」に
入
団
。

馬
の
乗
り
方
か
ら
始
ま
り
、
毎
週
、
土
・

日
・
祝
日
に
乗
馬
苑
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
術
を
学
び
ま
し
た
。
進
学
し
た
栗
東

高
校
で
も
馬
術
部
に
入
り
、
さ
ら
に
技

術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

■
全
国
大
会
で
２
位
に
輝
き
ま
し
た

　

栗
東
高
校
馬
術
部
の
み
ん
な
で
７
月

に
出
場
し
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
惜

し
く
も
２
回
戦
敗
退
（
ベ
ス
ト
８
）
で

し
た
。「
第
６
回
全
国
高
校
生
馬
術
選

手
権
大
会
」
を
知
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
決
め
、
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

大
会
は
、
正
装
に
身
を
包
み
、
主
催
者

が
用
意
し
た
馬
に
乗
っ
て
、
障

し
ょ
う

害が
い

飛ひ

越
し
ょ
う

を
競
い
ま
す
。
障
害
飛
越
は
、
コ
ー
ス

上
に
置
か
れ
た
障
害
物
を
決
め
ら
れ
た

順
番
ど
お
り
に
飛
び
越
し
て
走
行
す
る

自
分
の
得
意
競
技
で
す
。
27
人
が
出
場

し
、
決
勝
は
３
人
で
一
人
ず
つ
騎
乗
し

ま
し
た
。
２
位
と
い
う
結
果
は
、
優
勝

を
目
指
し
て
い
た
の
で
、
残
念
で
す
。

■
馬
術
の
楽
し
さ
は
ど
こ
に
あ
り
ま

す
か
？

　

馬
と
心
を
通
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
瞬
間
が
う
れ
し
い
で
す
。
競
技
を

し
て
い
て
、
自
分
の
意
思
が
通
じ
て
馬

が
思
っ
た
よ
う
に
動
い
て
く
れ
た
時
に

特
に
に
そ
う
思
い
ま
す
。
大
会
で
は
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
る
馬
で
勝
負
し
ま
す

が
、
意
思
が
上
手
く
通
じ
て
い
る
時

は
、
馬
と
自
分
が
一
体
と
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
■
今
後
の
夢
は
？

　

父
の
よ
う
な
厩
務
員
に
な
る
こ
と

が
夢
で
す
。
厩
務
員
に
な
る
に
は
、

競
馬
学
校
に
入
る
必
要
が
あ
り
、
入

学
資
格
と
し
て
、
牧
場
で
の
競
走

馬
・
育
成
馬
騎
乗
経
験
が
1
年
以
上

必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
は
高

校
卒
業
後
、
北
海
道
に
あ
る
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
の
生
産
か
ら
調
教
ま
で
を
一

貫
し
て
行
う
総
合
牧
場
に
就
職
予
定

で
す
。

　

競
馬
学
校
を
卒
業
し
た
ら
栗
東
に

帰
っ
て
来
て
、
ト
レ
セ
ン
で
働
け
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

松田 大輔さん（17歳・栗東高校）

「
第
６
回
全
国
高
校
生
馬
術
選
手
権
大
会
」
で

競
技
す
る
松
田
さ
ん
。
正
装
に
身
を
包
み
、

馬
と
一
体
と
な
っ
て
、
障
害
物
を
飛
び
越
え

ま
す
。


